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労使協調により、新型コロナワクチン接種及び副

反応に関する特別休暇制度を設置へ 
 

６月１１日の団交で、組合よりコロナワクチン接種と副反応時の特別休暇制度を提案 

周知のように、新型コロナウイルス感染予防対策の「切り札」として、政府はワクチン接種の積極

的な実施を呼びかけています。北海道内では、７５歳以上を対象とした新型コロナウイルスワクチン

接種が進み、７４歳以下６５歳以上にも接種券の配布が始まりました。 

また、ワクチン接種の加速を目的とした職域接種も２１日から本格的に始まります。道内でも、北

海道大学や北海道医療大学など数校で接種が行われるようです。しかしながら、札幌大学は、６月１

１日付け札大人第２３号「大学での職域接種に関する本学の対応について（通知）」に、「医療系の学

部を持たない本学では、…大学独自で直ちに接種体制を整えるのは難しい状況にある」とあるように、

打ち手の確保が難しいとの理由から、職域接種は実施しないとしています。 

このような状況下で、６月１１日に開催された団体交渉の、交渉前に行われた意見交換において、

組合側から、以下のような提案を行いました。 

 

「北海道内では、７５歳以上を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種が進み、７４歳以下

６５歳以上にも接種券の配布ももうすぐ始まる。また、報道によると、札幌市は、基礎疾患のあ

る６４歳以下の市民に対して、今月下旬から接種券の配布を始めたいとしている。ということは、

今月中にも、（６５歳以上の）勤務延長教員など、新型コロナウイルスのワクチン接種の対象者と

なる教職員が出てくることになる。 

ところで、ワクチン接種後には、頭痛、発熱や倦怠感などの副反応が起きる場合もあることも

知られている。希望する教職員が安心して接種を受けられるようにするには、接種日だけでなく、

副反応も含めて、ワクチン休暇を設置して欲しい。 

このような要求を組合から提出したら、法人は回答してくれるのか？」 

 

これに対して、法人側理事が「とても良い提案だと思うので、是非とも組合から要求書を出して欲

しい」と回答しました。その後、事務局より、ワクチン接種のための特別休暇制度について検討中で

あるとのコメントがあったため、組合側からも、こうした問題は衛生委員会で検討すべきだとの意見

が出されました。 

そこで、組合からも早めにワクチン接種に関する特別休暇制度について要求を出すと共に、事務局

でも引き続き案を作ること、その上で、衛生委員会でワクチン休暇の案を検討して法人へ上申するこ

とになりました。 

 

組合よりワクチン接種に係る特別休暇制度の設置に関する要求書を提出 

団交終了後、組合の執行部内で新型コロナウイルスのワクチン接種に係る特別休暇制度について検

討し、６月１６日、以下のような要求書を提出しました。 
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２０２１年札労組－１０ 

２０２１年６月１６日 

学校法人札幌大学 

  理事長  荒川 裕生 様 

札幌大学教職員組合 

執行委員長 佐藤 郁夫 

 

新型コロナウイルスのワクチン接種に係る特別休暇制度の設置に関する要求 

 

 周知のように、北海道内では、７５歳以上を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種が進み、

７４歳以下６５歳以上にも接種券の配布が始まりました。また、札幌市は、基礎疾患のある６４歳以

下の市民に対して、今月下旬から接種券の配布を始めると発表しています。したがって、今月中にも、

新型コロナウイルスのワクチン接種の対象者となる教職員が出てくることになります。 

今後は、コロナワクチン接種がさらに迅速化することが予想されますが、ワクチン接種後には、頭痛、

発熱や倦怠感などの副反応が起きる場合もあることから、全教職員が安心して接種を受けられるよう

に、接種日だけでなく、接種後の経過観察も考慮に入れた職場環境づくりが必要となります。また、

教職員の家族への介助等が必要になることも想定されるため、そのような事態を考慮した安心して働

ける職場環境づくりが必要になると思われます。 

そこで、コロナワクチン接種を受ける全教職員とその家族への介助等が必要になる場合について、全

教職員の要望を最大限に考慮することで、接種日を含む３日間を特別休暇とすることを要求します。 

 

職場環境の維持・向上の観点から緊急を要するため、誠実かつ至急、回答されるよう強く要望します。 

 

以上 

 

 これに対して、法人からその日のうちに、次のような回答が届きました。 

 

 



3 
 

 

そして、回答にある別添の検討案は以下の通りです。 

 

 
 

この検討案は、６月１７日の衛生委員会で審議、了承され、衛生委員会より法人に対して上申される

ことになりました。 

もうすぐ、新型コロナのワクチン接種を希望する教職員に対して、ワクチン接種日及び副反応時の

特別有給休暇、さらに家族のワクチン接種の付き添い及び副反応による看護のための特別有給休暇が

利用できるようになります。 

今回は、労使協調により、組合からの要求が実現化しました。昨年２月下旬に２０２０年札労組－

６号文書で「新型コロナウイルスの感染拡大に伴う予防対策についての要求」を出して以来、教職員

組合が新型コロナウイルスの感染拡大の予防対策について提案し続けた成果が結実したものといえる

でしょう。 

今後も教職員組合は、本学の持続可能な発展には、そこで働く教職員の健康維持と学生への配慮こ

そが優先されるべきであると考えています。そのため、教職員の安全や健康を確保し、職場内の不安

や不満を解消することが、教職員組合の重要な活動の一つと位置付けています。大学への対応等で何

か不安や不満なことがあった場合には、本組合の執行委員等に遠慮なくご相談いただきますよう、ど

うぞお願いいたします。教職員組合は、現場で働く教職員の皆さんからの声を団体交渉や要求書を通

じて法人に届けることで、新型コロナウイルス感染による健康被害の防止につなげていきます。 

 


